
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

四

七

六

号

外
務
省
と
同
省
所
管
の
各
種
法
人
と
の
関
係
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提
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者
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外
務
省
と
同
省
所
管
の
各
種
法
人
と
の
関
係
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

過
去
の
答
弁
書
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
四
十
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
民
法
法
人
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
現
在
、
外
務
省
が
所
管
し
て
い
る
法
人
（
以

下
、
「
外
務
省
所
管
法
人
」
と
い
う
。
）
の
数
は
二
百
十
四
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
政
府
答
弁
書

一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
五
三
号
）
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
三
一
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す

る
。

一

「
外
務
省
所
管
法
人
」
の
う
ち
、
既
に
補
助
金
交
付
金
額
が
確
定
し
て
い
る
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
三
年

度
に
わ
た
る
、
同
省
の
補
助
金
交
付
先
法
人
（
以
下
、
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
と
い
う
。
）
を
含
む
「
外
務
省
所
管
法

人
」
の
う
ち
、
外
務
省
が
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
何
ら
か
の
事
業
契
約
を
結
ん
で
い
る
法
人
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
直

近
三
年
間
に
お
い
て
契
約
を
結
ん
だ
法
人
名
、
契
約
内
容
、
契
約
額
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
を
含
む
「
外
務
省
所
管
法
人
」
の
う
ち
、
外
務
省
が
一
般
競
争
入
札
で
は
な
い
随
意
契
約
の
形

で
、
何
ら
か
の
事
業
契
約
を
結
ん
で
い
る
法
人
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
直
近
三
年
間
に
お
い
て
契
約
を
結
ん
だ
法
人

一



名
、
契
約
内
容
、
契
約
額
、
並
び
に
、
な
ぜ
当
該
法
人
と
随
意
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
、
経
緯
に
つ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
外
務
省
が
、
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
に
つ
き
、
「
設
立
目
的
に
則
し
た
公
益
に
資
す
る
活
動
を

実
施
し
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
を
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
右
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
経
営
方

針
、
収
支
状
況
等
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
の
答
弁
で
あ
る
の
か
、
同
省
が
そ
う
認
識
し
て
い
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
と
問

う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
「
外
務
省
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第

三
五
三
号
）
一
に
つ
い
て
で
補
助
金
の
額
に
つ
い
て
お
答
え
し
た
法
人
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
年
度
ご
と
に
提

出
さ
れ
る
事
業
や
収
支
に
関
す
る
報
告
等
を
通
じ
、
各
法
人
の
活
動
や
収
支
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
て
い
る
。
同
省
と
し
て
、
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
を
除
く
他
の
「
外
務
省
所
管
法
人
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
「
年

度
ご
と
に
提
出
さ
れ
る
事
業
や
収
支
に
関
す
る
報
告
等
を
通
じ
、
各
法
人
の
活
動
や
収
支
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
」
か
。

四

三
の
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
を
除
く
他
の
「
外
務
省
所
管
法
人
」
は
、
公
益
に
資
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
か
。
外

務
省
の
認
識
如
何
。

五

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
三
年
度
に
わ
た
る
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
に
対
す

二



る
外
務
省
の
補
助
金
交
付
金
額
、
並
び
に
そ
れ
が
各
法
人
の
収
入
に
占
め
る
割
合
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
「
交
付
金

額
確
定
法
人
」
を
除
く
他
の
「
外
務
省
所
管
法
人
」
に
つ
い
て
も
、
同
省
か
ら
の
そ
の
金
額
が
確
定
し
て
い
る
直
近
の
一
年

度
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
各
法
人
の
収
入
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
割
合
を
占
め
て
い

る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
に
つ
い
て
「
お
尋
ね
の
『
不
祥
事
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
外
務
省
と
し
て
は
、
法
人
の
う
ち
、

社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
を
除
く
も
の
に
つ
い
て
は
、
『
使
途
不
明
金
が
発
生
』
し
た
と
い
う
事
例
は
承
知
し
て

い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
交
付
金
額
確
定
法
人
」
を
除
く
他
の
「
外
務
省
所
管
法
人
」
に
つ
い

て
、
社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
に
お
い
て
過
去
に
使
途
不
明
金
が
発
生
し
た
の
と
同
様
の
不
祥
事
が
発
生
し
た
こ

と
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


